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七
年
十
月
発
布

串
粥

配

光

慨
一
例
七
拾
伐

米
川
の

外

交

甘

た
る
旧
著
賓

の

T
h
u

nd
e
r

o
v
er

E
u
r
o
p
e
の
九
州

帝
大
司
謝
骨

の
戯
節
を
以

て
諏
き
れ
た
も

の
C
北

づ
獅
泡
の

現

舵
よ
り

諜
起
し
獅
俳
朋
僻
を

1
併
し
舛
光
仙
棚
田
の
持

つ
恐
怖
心
は
帥
鯉
嚢
鍋

と
し
て

｢
西
部
職
紬
に
如
状
な
し
暗
笠
は
水
部
陶
枕
に
あ
る
｣
と
粁
び

故
鵬
よ
-
バ
ル
カ
ン
や
砧

｡
ロ
シ
ア
方
関
の

興峡
怯
き
閥
際
捌

伴
を
諭

逃
し
て
ゐ
る
｡
紘
樹
廊
下
を
述

べ
て
は
､
批
糊
が
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
を
郎
る

十

一
哩

の
グ
デ
ィ
エ
ア
に
大
塊
純
な
築
港
を
摘
し
､

そ
の
拭
き
川
虫
串

と
低

い
故
紙
租
既
が
淡
快

の
狐
逸
人
を
し
て
披
船
人
に
交
代
せ
し
め
つ

ゝ
あ
る
塊
状
を
紹
介
し
'
光
に
上
部

シ
レ
ジ
ヤ
｡
リ
ス
ア

ユ
ヤ
色
氷
ガ
リ

シ

ャ
確
に
放
け
る
放
榊

の
析
劫
を
以
て

｢
征
服
地
が
梅
外
で
な
-
隣
園

を
犠
牲
と
し
て
幽
紙
を
擁
舵
す
る
砕
閥
･1ii鶴
的
家
｣
と
断
じ
て
ゐ
る
｡

攻
に
南
に
移

っ
て
バ
ル
カ
ン
の
小
協
渦
と
眺
牙
利
｡
ア
ル
バ

El
ヤ
匂幼
ガ

利
等

の
対
立
を
迎
べ
こ
れ
に
は
又
夫

々
現
下
の

組
際
問
他

の

1
大

鋸
鮎

た
る
仰
俳

の
封
立
が
甘

食
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
而
し
て
ア
ル
パ
こ
ヤ
と
巾

大
利
と
は

TE
カ
ラ
グ
ア
と
4
,.
衆
閥

の
関
係
と
同
じ
と
し
､
ア
ル
バ
ニ
ア

と

ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ブ
問
を
以

て
危
梯

一
髪

の
刑
と
し
て
ゐ
る
｡
附
疎
は

マ
ク

レ
イ
の
｢
小
協
純

の
兜
的
脱
党
L
の
碑
で
､
蛸
壊
せ
る
塊
洪
閥
後
に

放
止
し
た
紙
は
関
に
称
す
る
小
協
商

の
地
脚
｡
H
的
｡
析
効
を
叙
越
し
'

チ

エ
ツ
コ
ユ

ー
ゴ
ー
ス
ラ
ブ
･維
拐
厄
(
或
は
蛇
蘭
)
等

の
俳

山
砂
力
を

背
卦
と
す
る
柑
柵
が

マ
ジ
ャ
ー
ル
人
ニ

ッ
プ

ス
ブ
ル
グ
家

｡
獅
喚
介
仰

茄
呼
に
封
す
る
詔
庇
を

別
海

-
紙
む
布

が
川
非
る
｡
金
紙
と
し
て
祉

峠

那

軸

吻
帖
騒
然
た
る
光
欣

･
摘
橡

の
閥
際
関
係
を
明
快
に
繍
翻
し
た
も

の
で

此
の
お
粥
の
政
治
地
雌
に
捌
心
を
怯
-
薪
に
甚
だ
都
合
よ
き
歩
碕
朝

SJ

あ
ら
う
｡
(
掲
出
蝕
)

雑

報
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O
Jバ
ク
ー
石

油
の

現

在

バ
ク
I
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
北
ハ利
閥

の骨
噺
た
ると
非
に
鮎
脂
随

一
の
嬰
髄
に
し
て
'
炎
地
方

の
地
下
は
怒

-
石
油
で
あ
る
と

い
は
れ
る
｡

こ
の
市

の
光
雄
的
任
蛇
は
回
数
を
雛
ず

る
チ

ユ
ー

ロ
ッ
ク
に
属
し
､
革
命
前
二
十
五
鵜
に
過
ぎ
ぎ
り
L
に
今
日

で
は
人

口
六
十
五
溺
と
な
リ
ン
ゲ
イ
エ
･1
節
四
位
の
大
郷
肘
で
あ
る
'

宙
水
土
人
は
邦
戸
を
判
り
石
油
を
探
呪
し
て
之
を
利
用
し
て
ゐ
た
が
､

今
日
で
は
同
地
で
石
油
的
僻
の
給
餌
歩
働
新
約
六
前
人
に
珪
し

1
出
夜

三
溺
五
千
雌

の
放
MIrIIh
を
蹄
川
し
っ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
.

ポ
油
地
は
南
北
の
耐
協
に
分
れ
､

揃
は
光
ビ
ビ

ュ
ー
バ
ッ
ト
と
桐

へ

た
る
析
な
る
が
'
現
水
は
ス
タ
ー
リ
ン
帳
と
糾
し
バ
ク
I
の
南
方
粘
坪

数

キ
ロ
の
地
に
あ
り
'
此
帳
は
バ
ク
ー
市

の
北
方
十
敗
キ

ロ
の
地
に
あ

り
て
'
耐
析
鹿
大
､
新
し
-

レ
エ

フ

ス
ー
ラ
I
ハ
-

ヌ
イ
帳
と

い
ふ
'

こ
ゝ
が
バ
ク
ー
油
川
の
･iii眼
で
非
蜂
林
北
批
粗
を
赫
め
'
就
中

ス
ー
ラ

-

〟
-
ヌ
イ
で
は

火
な
る

1
部
鰐

の
拭
家
を
悉
-
他
に
移
住
せ
し

め
､

そ
の
屈
敷
跡
は
触
数

の
ポ
ー
-
ン
グ
を
や
っ
て
ゐ
る
､
し
か
も

こ
の
他

か
ら
三
〇
%

の
津
川
あ
り
'
舶
;I--1
の
ま

J
.ハ
イ
プ
粗
造
に
て
池
滝

の
バ

ツ
-
ム

に
迭
-
ら
れ
る
｡

て

九
.

L
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地

球

筋
十
九
魯

バ
ク
ー
問
妊
の
み
で
な
-
､
ア
プ
レ
ロ
ン
牛
偽
は
仝
髄
に
わ
た
っ
て

石
油
脈
が
あ
る
の
で
､
新
教
兄
の
:;山
脈
が
多

い
､
粂
腔
の
非
塔
日
下
四

千
甘
光
に
上
り
､

一
九
三
〇
年
の
石
油
座
州
は
千
七
十
七
裾
四
千
雌
と

公
表
さ
れ
t

.L
九
三

1
解
放
忙
は
千
五
官
三
十
溺
雌
に
上
っ
た
O

バ
ク
ー
前
曲
の
1
年
は
誠
梅
か
ら
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
に
琴
b
れ
'
他
の

'i
牛
は
バ
ツ
I
ム
に
迭
-
ら
れ
る
が
､
タ
ン
ク
坤
と
‖ハ
イ
プ
の
二
つ
の

方
法
に
ょ
つ
て
ゐ
る
'
今
ソ
聯
邦
中
の
石
油
蹟
地
紋
計
を
し
る
せ
ば
左

の
か
-
で
あ
る
｡

一ヽノ

ク

ク

p

-

ズ

ヌ

イ

マ

イ

コ

ッ

プ
､

北

高

黙

東

エ
ム
バ
ネ
プ
チ
'

中

火

ア

ト

ル

ク

メ

サ

ノ

エ
ム
バ
河
附
近

ジ

ャ

ン

ネ

プ

チ

リ

ン

六
'
三
九
九
'
九
二
<
噸

三
㌧
八
二
〇
'
0
0
0

1
八
五
'
二
四
九

二
ハ
七
'
六
四
C

四
二
'
七
四
八

七
'
七
〇
四

不
明

こ

の
表
に
見

る
池
リ
'
バ
ク
ー
と
グ

ロ
ー
ズ

ヌ
イ
が
鋪
囲
石
洲

の
主

建
地

で
あ
る
｡

0

ジ

ヨ

ホ

-

ル

の

産

蓑

マ
レ
ー
牛
島

の
最
南
端
に
あ
っ
て
師
桁

約七
､
五
〇
〇
平
方
哩
'
其
大
部
分
は
敢
林
で
舷
ほ
れ
て
ゐ
て
､
牛
籍

の
他
の
部
分
よ
り
も
山
蕗
が
少

い
､
井
人
口
は
凡
五
十
芯
で
､

マ
レ
ー

人
は
二
十
三
前
五
千
人
､
支
那
人
が
約
二
十
二
代
人
住
ん
で
ゐ
る
O

鉄
蹄
は
錫
政
市
'
蛾
蹴
破
土
の
徹
で

t
九
三

1
叫
に
約
五
十
前
仰

の

銑
鉄
を
日
本
に
迭
-
つ
た
｡

妨
二
排

二ハ
〇

七

八

鹿
蹄
は
雑
談
'

コ
,
純
子
､
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
'
油
抑
子
､
タ
ピ
オ
カ

ア
リ
カ
ナ
ッ
ト
'
米
'
ト
.(
粒
､
伽
排
'
ガ
ム
ピ
ア
､
甘
藷
､
野
栄
､

州
故
の
淑
で
あ
る
が
､
ゴ
ム
'
ガ
ム
ビ
ア
'
伸
子
の
外
｡
多
-
は
地
方

で
封
附
さ
れ
る
｡

ゴ
ム
を
除
-
腔
蕗
物
の
絶
蹄
川
桝
は

.i
九
三

1
年
に
於
て
約

1
千
約

ド
ル
､
同
年
の
.rT
ム
の
輪
川
は
二
千
前
ド
ル
に
珪
し
た
が
牛
鵜
の
組
鹿

川
の
約
四
分

一
に
す
ぎ
な

い
｡

こ
の
州
の
ゴ
ム
の
舶
付
両
船

は
七
十
七
鞘

エ
ー
カ

I
で
五
十
三
視
耳

-
カ

ー
は
球
基
可
能
で
あ
る
O

牧
畜
で
は
水
牛
三
､
五
〇
〇
研
､
牛
六
､
五
〇
〇
税
､
豚
二
五
､

c

c
O
頭
'
串
三
'
0
0
0

鎖
､
山
串
五
'
0
0

0
頭
で
あ
る
'
地
方

で

1
九
三
.1
年
に
牌

殺
さ
れ
た
も
の
は
牛
八

1
0
頭
'
串
放
出
串
二
､
九

七
九
蛾
､
豚
二
三
'

山
九
〇
現
で
､
叔
後
の
も
の
は
支
那
人
の
所
有
で

あ
る
O
牛
は
イ
ン
ド
人
'

水
牛
は
支
邦
人
及
土
人
の
飼
育
に
か
1
る
O

仏
米
は
縦
枠
至
る
所
に
行
は
れ
氷
指
揮
に
日
本
人
の
卜
｡
-
ル

が
桁

沸
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
(
鮮
り
川
す
､
四
縦
枠
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
た
め
に

魚
淡
が
少

い
｡

林
産
は
木
材
と
新
と
木
･:次
は
勿
給
､
舷
や
樹
胴
､
チ

ユ
ー
イ
ン
〆
ガ

ム
の
脱
料
た
る
野
性
ゴ
ム
が
川
る
'
但
し
木
材
は
今
か
ら
十
五
年
も
す

れ
ば
恐
ら
-
粘
駒
す
る
で
あ
ら
う
｡

0

昭
和

七
年

度

本

邦

封

外

貿

易

額

工

月
末
日
迄
金
牌
粗

噺は
二
十
五
億
八
甘
前
脚
内
斡
川
十
二
位
三
千
七
甘
前
脚
､
時
人
十
二

倍
七
千
粥
問
に
接
し
入
池
三
千
三
甘
前
脚
で
あ
る
､
前
年
よ
-
ち

.1
割



四
分
の
榊
軸
で
'
輪
川
に
於
て

山
偲
七
千
三
甘
鵜
川
卿
'
輸
入
に
於
て

7
倍
四
千
大
官
端
脚
の
榊
加
で
､
入
超
は
二
千
六
甘
祇
帆
を
城
少
し
た

昭
利
七
年
の
蜘
隙
兜
僻
は
臓

川
入
街
非
に
栂
加
L
t
就
中
輪
川
は
低

み
的
不

況

に

仰

ひ
閥

托
他
罪
力
城
過
を

風
た

る
に

拘
ら

ず

輸

入

よ
り
も

輸
出
が
増
し
た
た
め
に
差
引
入
超
餌
は
磐

城
L
t
十

一
月
迄
の
柿
民
地

を
含
む
入
超
七
千
五
官
端
脚
総
皮
に
止
ま
っ
た
､
茄
は
銭
郡
安
に
北
-

貿
易
外
収
入
の
相
加
に
依
り
大
助
糾
慣
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
'

国
際
焚
倍
は
前
年
よ
り
も

i
L52
の
改
苛
を
見
た
D

何
故
に
七
年
庇
に
貿
易
が
将
起
し
た
か
と
考

(
る
と
､
同
年
上
中
拙

陶
枕
改
正
又
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
ょ
る
物
仰
向
の
見
越
聴
人
の
多

か
つ
た
こ
と
'
即
棉
北
'
*
毛
､
小
沓
'
蛾
､
石
油
韓
工
柴
原
料
品
の

拭
人
が
呼
に
多
か
つ
た
こ
と
'
同
年
下
中
川
に
は
紹
称
何
杯
の
彩
静
で

輸
入
肘
個
が
昂
騰
し
､
内
地
晶
の
毅
餅
額
と
見
る
べ
き
砂
糖
､
銑
鈍
､

糾
鈍
､
洋
紙
､
パ
ル
プ
､
牛
肉
'
硫
米
等
の
輸
入
平
松

(
ら
れ
た
精
米

で
あ
る
｡

浦
洲
部
鎚
や
上
淋
事
件
の
勃
故
で
排
日
袋
が
探
刻
化
し
た
上
に
栄
樹

の
肘
卯
不
振
や
ら
各
閥
の
約
枚
引
上
埠
輪
川
上
の
畔
相
が
多
か
つ
た
に

不
的
概
し
て
仙
剥
な
組
過
を
示
し
､
同
伴
下
年
期
に
入
っ
て
輸
入

1
池

と
北
に
傭
川
併
進
を
槻
る
に
至
っ
た
'
こ
れ
は
本
邦
封
外
堀
堺
相
場
の

低
落
糾
老
な
上
に
組
内
物
僻
が
比
収
的
低

か
つ
た
紡
糸
で
あ
る
O

今
式
胡
蛸
洲
崎
川
を
見
る
と
､
封
文
貿
易
は
時
局
の
膨
碑
で
矧
純
物

や
､
仙
桃
､
紙
'
水
席
物
等
の
抽
入
繋
哨
し
､
地
方
別
兜
易
で
中
支
那

紡
支
カ
所
で
賦
川
瀬
引

1
岬
壮
経
を
且
た
る
に
附
し
北
支
分
所
で
相
加

新

報

を
見
た
こ
と
は
排
日
す
べ
き
鮒
で
あ
-
'
浦
洲
的
封
易
は
政
局
蛍
光
に

件
ひ
清
々
将
起
し
た
｡

封
南
洋

兜
易
で
は
地
方
僻
見
力
の
城
迫
に
拘
ら
ず
､
フ
イ
リ
ツ
ビ
ン

を
除
-
の
外

]
般
に
噛
加
し
棚
純
胸
､
人
的
放
物
'
離
党
輸
出
御
地
し

た
､
封
印
政
党
易
で
は
焼
入
の
柑
北
と
蛾

の
滅
過
し
た
る
に
射
し
､
緑

川
は

l
倍
五
千
五
官
拭
樹
で
前
年
よ
り
も
六
割
六
分
の
相
加
で
あ
る
､

就
中
綿
織
物
は
棉
布
脚
粒
引
上
の
見
越
も
あ
っ
て
前
年
に
倍
加
し
六
千

大
官
胡
脚
に
治
し
た
､
封
米
貿
易
で
は
同
閥
の
不
況
に
拘
ら
ず
独
英
､

除
曲
射
､
終
許
､
電
球
'
難
袋

の
輪
川
が
相
加
し
生
綿
は
四
十

.L
鵜
斤

竹
輪
二
億
七
千
三
宵
前
脚
に
連
し
た
､
し
か
も
柚
花

の
輸
入
は
前
年
に

比
し
て
僻
村
し
た
の
で
差
引
七
千
八
甘
鯛
脚
の
入
超
と
な
っ
た
'
其
仙

欣
洲
'
ア
フ
リ
カ
を
始
め
､
南
衆
論
閥
に
封
す
る
輸
出
の
相
加
し
た
る

は
盛
砂
安
と
'
新
市
場
開
拓
に
関
す
る
甘
民
努
力
の
賜
で
あ
っ
て
t
｡収

近
二言

年
を
池
じ
魂
豆
､

小
数
粉
'

他
及
鮮
錬
訪
'

榔
純
赫
'

人
造

細
締
､
綿
織
物
､
人
紳
軸
物
､
除
鹿
菊
'
懸
邦
串
が
織
目
の
順
鯛
な
る

相
加
を
見
せ
て
ゐ
る
鮎
は
紋
日
す
べ
章
雄
班

で
あ
る
O

O
世

界

の

原

綿

消

費

一
九
三

年
七
月
三
二
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